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研究成果の概要（和文）： 
超音波高周波信号の反射波を分析し計算される integrated backscatter(IB)値を利用すること
により冠動脈プラークの組織性状診断を可能とする IB-IVUS 装置の最小解像単位を、vector 
line を 1 周 256 本から 512 本に、sampling rate を 100MHz から 400MHz に改良した。 
 
改良した IB-IVUS 装置を市販の IVUS 装置に搭載することに成功し、IB-IVUS 装置で診断される
組織性状は病理組織と良好な相関が確認された。これにより、市販の装置が購入できれば、ど
の施設でも本解析が可能となり利便性が高まった。 
 
改良した IB-IVUS 画像における測定ノイズによる線維性被膜の凹凸を補正するために 9ピクセ
ルを平均する smoothing を施して測定した線維性被膜の厚みは、光干渉波断層像で測定した線
維性被膜の厚みと相関が認められた。最小解像単位を改良した IB-IVUS 装置は冠動脈プラーク
の組織性状診断と線維性被膜の厚みの測定に有用と考えられた。 
 
頚動脈ステント留置術の際に、その後の合併症を予測するのに、IB法による頚動脈プラークの
組織性状診断の有用性と、合併症を予測する IB 値のカットオフ値を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
With the new system, we set 512 vector lines of ultrasound signal around the circumference, whereas 
256 vector lines were used in the previous system. In addition, the sampling rate of ultrasound was 
improved from 100 MHz to 320 and 400 MHz. 
 
We improved an online IB-IVUS imaging system for tissue characterization of coronary plaques. The 
use of the appropriate IB cutoff points for discriminating lipid pool, fibrosis and calcification resulted in 
tissue characterization with a high diagnostic accuracy. The thickness of fibrous cap measured by 
IB-IVUS was correlated with that measured by optical coherence tomography. 
 
Quantitative tissue characterization of carotid plaques using IBS ultrasound was useful to predict newly 
appearing ipsilateral silent ischemic lesions after carotid artery stenting. 
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１．研究開始当初の背景 
これまで、通常の冠動脈血管内超音波(IVUS)
ではプラークの組織学的性状すなわち安
定・不安定プラークの鑑別は不可能であった
が、我々はヒトの頚動脈で高周波信号の反射
波 を 分 析 し 計 算 さ れ る integrated 
backscatter(IB)値を利用することにより安
定プラークと不安定プラークの鑑別が可能
であることを明らかにした。（Kawasaki M, et 
al. J Am Coll Cardiol. 38:486-492,2001）
さらに冠動脈プラークにおいても組織性状
の鑑別に成功し IB-IVUS と名付けた。
（ Kawasaki M, et al. Circulation. 
105:2487-2492,2002） 
 
２．研究の目的 
これまで我々は、Integrated backscatter 血
管内超音波(IB-IVUS)を用いて軽度～中等度
狭窄の冠動脈プラーク 160部位を２年間追跡
し、急性冠症候群(ACS)を発症するプラーク
の二次元的特徴を報告した(Sano K, et al. J 
Am Coll Cardiol. 2006 ) 本研究では、三次
元 IB-IVUSを用いて急性冠症候群を発症する
不安定プラークの三次元的特徴を明らかに
するための、三次元画像の構築を目的とする。 
 
３．研究の方法 
剖検から得られた冠動脈を用いて、IB-IVUS
画像と相当する病理組織像の比較を行った。
改良した IB-IVUS 装置を市販の IVUS 装置に
搭載することに成功し、IB-IVUS 装置で診断
される組織性状は病理組織と良好な相関が
確認された。これにより、市販の装置が購入
できれば、どの施設でも本解析が可能となり
利便性が高まった。 
 
４．研究成果 
IB-IVUS 装置の最小解像単位を、vector line
を 1 周 256 本から 512 本に、sampling rate
を 100MHz から 400MHz に改良した。改良した
IB-IVUS 画像における測定ノイズによる線維
性被膜の凹凸を補正するために 9ピクセルを
平均する smoothingを施して測定した線維性
被膜の厚みは、光干渉波断層像で測定した線
維性被膜の厚みと相関が認められた。最小解
像単位を改良した IB-IVUS装置は冠動脈プラ
ークの組織性状診断と線維性被膜の厚みの
測定に有用と考えられた。現在、三次元画像
の構築のためのアルゴリズムを開発中であ
る。 
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